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W.I.タマ ス の 社 会 学
一 そ の 学 説 史 的 検 討 一
序
ウイリアム・ I・タマス (William lsacc Thomas)は,ァメリカ中期社会学者のなかでも最も
重要な学者の一人と考えられている。大道博士は,アメリカ社会学史の節にあたるものとして,次
の三点を指摘 している。
(1)4865年のアメリカ社会科学協会 American Social Science Associationの設立。
(2)1895年のアメリカ社会学雑 誌 American Journal of Sociologyの創刊と 4905年のアメ
リカ社会学会 American Sociological Societyの成立。
(3)1948年のタマスおよびF。ズナニエツキの「欧米におけるポーランド農民」5巻(The P01‐
ish Peasant in EurOpe and America,5vols,1918～1920)の第一巻の出版,
そして特に,1918年の「ポーランド農民」の出版が,アメリカを「社会学の王国」に形成させる
契機となったとし,その重要性を強調してる。(1)更に,N・ハゥスは,アメリカ社会学史を二大
























タマスは,1947年バークレーで死去するまでに6巻の書物と20以上の論文を書 い て い る。しか
し,彼の考えを体系的にまとめた決定的,かつ綜合的論文は見られない。彼はそれらを大学の講義
に限定し,刊行 しなかった。それ故に,彼の理論的体系はその作品から再構成されなければならな







Scope and Method of Folk Psychology,1896)が未開社会,更に人間行動一般の研究の出発



























一期は,1896年の「民族心理学の範囲と方法」から 1907年の「性と社会」 (Sex And Society)







「社会的起源のための素材」において, タマスは統制 COntrol,注意 attention,危機 Crisis,習









































あると気づくと法則に確率の目標 goal of prObabilityを代用するようになった。(1。)
以上のようにタマスの社会学は,四段階の展開をとげているが,その背後には種々の学者の影響
があったからである。(11)特に,スペンサー,デューイ,サムナー,ボアズ,ヮトソン,GeH,
















(1〕 Nes I'imasheff “Sociological Theory its nature and growth"P148
(2) Edmund H・「ヽ。lkart, “Social Behavior and Personality, Contribution of lV・ I・ ThOmas to
TheOry and SOcial Research"P2
(3)H・Blumer,“Critigues Research in tho Social Sciences:I.An Appraisal of Thomas and Znani‐
echi's ThePolish Peasant in Europe and America''P133「私は ドイツ留学中,daza usゃSteinthal
によって代表された ドイツ民族心理学に興味をもった。そして私はまた,SpenCerの社会学によって強 く
印衆づけられた。」 と述べている。




18)``Challenge and Response"は,一つの文明が他の文明と接触する形 式について トインビーが指摘 した







121 Robert K・hferton,``Social Theory and Social Structure" p179
131 TalcOtt Parsons, “Essays in Sociological Theory" pp58～59







タマスが願望を最初に問題としたのは,1917年の「第一次集団規範の持続 性」 (The Persist‐
ence of Primary Group Norms)1こおいてである。 しかし, この理論の源泉は既にそれ以前の
彼の論文に見出すことが出来る。すなゎち,1907年の「性と社会」においてタマスは人間の行動の
原動力を性と食物に見出しており,また狩猟本能について考察し,「新 しい経験への欲求」と全く












































(1)新しい経験への欲求 the desire for new experience
すなゎち新鮮な刺激を求める欲求
12)承認への欲求 the desire for recognition
このうちには,たとえば性的反応や一般的社会的評価,また,装飾物の展示から科学的研究の達
成による価値の証明に至るまでのものが合まれる。
(3)支配の欲求 the desire for mastery
これは所有,家庭内での暴君,政治的専制によって例示される。この欲求は嫌悪の本能にもとづ
いてはいるが,賞讃に価する大望に晶化されうるものである。



























































































っており, これがタマスの場合, フロイド主義の考え方と結合 して,四つの願望説に発展する。」(19)
と結論 している。さらに,「ポーランド農民」の共著者であったズナニエッキも, フロイドの影響
が四つの願望理論には強く働いていることを指摘している。●。)
フロイド Sigmund Freud(1856～1959)がアメリカに紹介されたのは 1909年, クラーク大学


























し, フロイドとタマスは,一点で大きく相違している。それは,佐々 木氏も指摘するごとく, フロ





























都市碩廃地帯の理論等をあげている。(25)またブロッホ Herbert A.Blochも, 情緒的緊張の種
々な形式がタマスの願望論に,すなわちフラス トレイテングな情緒的状態が願望型相に関係される


























失 くすためには,「行動発現形式のカテゴ リー 」99)として利用することで足りると思う。換言す
れば, この願望理論が記述調査の使用にとって便利である点と現代的意義があることになる。
そこで,四つの願望を発現形式としてみてみると次のようになる。先づ「新 しい経験への欲求」
は,行動発現形式としては act?eなものを示す。 次に,「安全への欲求」は pasSiVeな行動発
現形式である。第二の「反応への欲求」は intrOj∝tないしは abSOrbな発現形式である。 最後
















拙稿「四つの願望理論」関西学院大学院論叢 No l.1967,pp 53～62
F・H・ House “The Concept ,Social Forces' in Ainerican Sociology", American Journal of Soci_
ology vo1 31. 1925
(2)E・ H・ Volkart, “SociaI BchとviOr and Personality,Contribution ofヽV・ I. Thomas t  TheOry
and Social Research"P l12
(3) Ibid., P 13
(4)H・ BIumer,``Critiques Of research in ths Social Science I,An Appraisal of Thomas and
Znaniekis' ``The Polish peasant in Europe and A=nerica, ''p p191～192
(5〕 Vヽ・ I・Thomas,“The Polish Peasant in Europe and America"pp72～73            ´
俗)気質 というのは,各人が生れなが らにしてもつ生来的「本能的」な態度のすべてを意味するものであり,
性質 とい うのは, この気質にもとづいて経験を通 して作 りあげ られた態度を意味す る。 Ibid.,vo1 2.pp
1842--1847




10 11/・I・ Thomas“The Unadiusted Girl"P4
1111 1bid・, pp 4～11









12111 Fo Znaniecki “?Villiam I Thomas as a CoIユborator" Sociology and SociaI Research, vo1 32.
P767「第一次集団への個人の参加を動機づける,四つの主要な欲求の理論を,我々 が (多分彼の主導権のも
とであったと信ずる)公式化したす ぐあとで,がマスは突然,当時アメリカに於けるフロイ ドの追随者によ




921 Eo ?V.Burgess,,The lnfluence of Sigmond Freud uPon SoCiO10gy in The United States''Am‐





961 Herbert A・ Bloch“I)isorganization persOnal and social''P209
Emotional States Occurring in Conjunction with Delinquent Behavior






















本 能   願  望
原劫―→発魏式|     ↓






















































行動の上に実際的な影響をもつところの既存 の態度 pre_existing attitudeo 13)状況 の規 定






















よって処理 している。彼によると, これらの気質的態度は外的な社会的影響によって働 きか け ら
れ,彼が性格態度 Character attitudeとょぶところのものになる。これらが,個人が外界と直面
する一連の組織された態度群である。気質的態度が性格態度に変るプロセスを, タマスは個人の生








「ペ リシテ人型」the philistine type,「ボヘ ミヤ人型」the bOhemian type,「創 造 人型」





















J・M・ボール ドウィン,C・H・クー リー , J・デューイ,G・H・ ミー ド,そしてタマスをあ
げている。ヤングによると,ボー ル ドウィン, ミー ドの二人は,相互作用における自己・ 自我の発
生に関して貢献しており,デューイ, ミー ドは思考や知識自体の本質的な社会的,文化的性質を指









(1) a typology of motivational cotegories
(2) the cOncept of life organization and social organization
(3) a typ010gy of individual life‐organ zation




組織の理論に重要な貢献をなしたとみている。(15)                、
ハウスによると,アメリカにおける社会学思想及び研究の起源は,大部分,社会問題または病理

















































4・ 人間文書 human document
「 ポーランド農民」に関しては, 英文だけで約50の書評がなされた。 たとえば F・House,A・
W oSma■,H・P・Failchild,E・Faris,S・Bluhm,E・G・Bolch,L・Wirth,H・E・Bar‐
nes,K・Young,Nes.Timascheff,Jo Madge等アメリカの代表的社会学者が, A・J・S,
Nation,Sociology and Social Researchなどにおいて,書評を記している。しかし,何といっ
ても, これらの内で一番重要なものは,ブルーマーの批判である。すなゎち,「ポーランド農民」





の書物として出版された。それが有名な “Critiques Research in the Social Sciences:I.An
Appraisal of frhomas and Znaniechis' The Polish Peasant in Europe and A:nerica"
である。
W●I●タマスの社会学




























































































































このような個人的人間文 書を用いて社会学的問題を論ずる仕方は, したがってまた, 非 行 (
Sha、v, Case‐tudy method, in publications Of the American SOciological SOciety,xxI.
1927), 必巳罪 (Park, 』rurder and the case‐study m thod, in AInerican JOurna1 0f SOc_
io10gy,t,XXXVI,1930, Sutherland, Tbe Professinal Thief,1937), 自殺 (Cavan,Su‐
icide,1928), 失業 (Komorovsky,The unettployed A/fan and his family,1940), 戦争の
家族への影響 (Burgess,The Family and the person,in Publications Of American SOc‐
iological Society,t,xXll,1928),経済的危機の家族への影響 (Angell,The Family,in the
U.S.,1939)にも適用されたし, さらに家族そのものものにも,(Frazier,The Negro Family
in the u.s,,1939),夫婦和合にも (Mourer,Personality adjustment and dOmestic dis―
cord,1985),宗教への社会事実の作用にも (HOlt,Case records as data for studing the
W● I●タマスの社会学  81
conditioning of religious experience by social factions,in Publications Of the Arneri‐
can Sociological Society,t,XXXll,1926)適用された。(31)また,ズナニエッキは, この方
法を非常に高 く評価し,みずからも生活史を集めて調査を行なっている。またウォーラーは,学校
集団における個人と個人,個人と集団との関係を研究するにあたって, この方法を利用 したのであ
































発行した。ゴットシャークGottschalkは“The Histttan and the Historical Document"にお
いて,いかにうまく人間文書が歴史編集において定着されているかを示した。またクラックホーン
Kluckhohnは, “The PersOnal Document in AnthrOpological Science''において, 人類学
分野の研究者の方法の多くが,人間的歴史資料 persOnal…history materialを記述することをい
かに必要とするかを強調している。最後にエンジェル Angellは“A Critical Review of the
































俗〕 この「方法論的覚書」MethOdO10gical Noteを, 私は修士論文「 タマス研究」の副論文として観訳して
いるが,200字詰原稿用紙にして約330枚の長文である。
14)■｀ア・ I・ Thomas,“The Polish Peasantin Europe and Americat',PP 64～65






(3) ?V・ I・ Thomas., Ibid., P 68
(9) R・ Ko hlerton, Social TheOry and Social Structure" P 179
11o A・ BOskoff, 11ヽIOdern Sociological TheOry in contintity and change''(ed)H・ Becker and
A・BOskoff,P27
1け 宇賀博「『行為者―状況』図式に関する研究ノー ト」ソシオロジ21,1959,No4,PP 26-40








(v)Lasswell,the administratOr, the bossうpIOmat, Agitat r,Theorest,
そして,バー ジェスの ``SOCial typざ'と``Personality type"との区別の重要性を指摘している。
(KeYoung``Personanty and Problems of adjustment"P,240-24o
131  1bid・, P 287
住41 Don hrartindale, ``Social DisorgOnizatiOn:The Concepts OE Normative and EmPirical App‐








34国 歳 真 臣
10 H・Blumer, Ibid.,P,75～77
1201 1bid., P76




90 'V・1 ThOmas and D・ThOmas``The Child in America''P572
90 H・Bユumer,lbid.,P86
90 ?V・ I ThOmas,``The Unadjusted Cirr'P250
271 W・ I ThOmas, “Race Psychology : Standpoint and Ouestionnaire, 、vith Particular refer‐
ence to the lmmigrant and the Negro"American Journa1 0E Sociology,May,1912,P771
側 ?V・ I・ ThOmas`` The Polish Peasont in Europe and America"P,6～7
99 H・Blumer,Ibid.,P lll
001 1bid., pp 166～167
もっともタマスは,後には統計的方法と比較法が,人間文書の分析としては必要であることを認めた。
9n Ao Cu?llier,野口隆訳「社会学」p215




041 Go γヽ・ AllPort,“The Use of Personal Document in Psychological Science"P 143
051 1bid., P 148
oo Louis Gottschalk,clyde Kluckhohn and Robert C・Angell,“The Use of P sonal Docum‐
ents in History,AnthrOpology and Sociology"










ーチが試みられている。特に, C・ショウの研究は有名である。さらに, J・H・ボザール ドは,












































(1)Timascheff'Sociological Theory its nature and GrOwth"P,156
